
基本調査票

別紙２

　　本調査票は、貴事業所の基本的な概要について記載していただくものです。

　　

 28 年 1 月 1 日
1

)

名 17 年 4 月 1 日

　　開所時間

（通所施設のみ）

事業所名

電　話

FAX

Email

（施設名）

所在地

設置・運営主体

　設置主体

　経営主体

７：００～１９：００

開設年

１、災害時対応
災害時も想定した利用者・家族へのサービス内容の透明性が確保された園運営がなされている。
徹底した運営の透明性確保のため、ライブ映像公開にて災害時や平常時でも、利用者・家族が園運
営状況をリアルタイムに確かめることができる体制が整っている。11年前からライブ映像配信され
ており、日常の利用者状況や災害時における園の状況が確認できるため、安心して預けるられる園
運営体制が整っている。

利用定員

保育所南越谷保育園

３４３－０８５１
埼玉県越谷市七左町１－３４７

048-990-5001

本調査票の記入日：

田代　由美子 （所属、職名：

社会福祉法人東萌会

平成

〒

社会福祉法人東萌会

種別

048-990-5004

minamikoshigaya@bz01.plala.or.jp

ＵＲＬ

施設長氏名

調査対応担当者

２、知育遊び
年間を通して知育遊びを導入している。ＳＩ遊びは、年齢に応じて年３０～４０回実施しており、
子ども達は、物の形や図形を使っていろいろな組み合わせを考えたり、同じ仲間を考えたりするこ
とを遊びながら行い、集中して取り組む力や自分で考える力を自然に身につけている。家庭に教材
を持ち帰った後は、保護者と一緒に遊ぶこともできる。

平成123

中島　久美子

主任保育士

基　本　調　査　票

mailto:minamikoshigaya@bz01.plala.or.jp


基本調査票

【利用者の状況に関する事項】 　 　

障害のある子どもに対する対応：現在は公立保育園で受け入れを行っており、対象児童の受け入れをしていない。しかし「発達上の課題が見られる子の対応」というマニュアルがあり、外部機関をつかっている子の対応もしている。今後も越谷市との連携を継続し、地域における子育て支援が更に充実されることが期待される。

名 名 名 名 名 名

名 名 名 名 名 名

名

○老人福祉サービスの場合

名 名 名 名 名 名

名 名 名 名

28 2

1

2

17－計

28

9

18

1

1

４歳児

1

24

５歳児 24

1

クラス数

２歳児

３歳児

1

9

19 1

定　員

24

24

合　計

80～85歳未満75～80未満

4

65歳以上60～65歳未満40～45歳未満 55～60歳未満

25～30歳未満20～25歳未満18～20歳未満18歳未満

45～50歳未満

35～40歳未満

50～55歳未満

30～35歳未満

（注）１クラスあたり平均児童数は２クラス以上ある場合に記載。非常勤保育士等については常勤換算で
計算。異年齢児クラスはその区分ごとに記載。

１クラスあたり
平均児童数

１クラスあたり
平均保育士数

3

5

6123 136

０歳児

１歳児

24

28

利用児童数

○保育所の場合（通常保育）

　

95歳以上 合　計

60～65歳未満

90～95歳未満

65～70歳未満 70～75歳未満

85～90歳未満

60歳未満



基本調査票

○障害等の状況（保育所を除く）

・身体障害（障害者手帳を所持している利用者についてご記入ください。）

名 名 名 名 名 名 名

名 名 名 名 名 名 名

名 名 名 名 名 名 名

名 名 名 名 名 名 名

名 名 名 名 名 名 名

名 名 名 名 名 名 名

※区分が異なる複数障害で等級の認定がなされている場合は「重複障害」に記入ください。

 

・精神障害（精神障害者保健福祉手帳を所持している利用者についてご記入ください。）

○要介護区分の状況（介護保険対象サービス事業所のみご記入ください。）

名 名 名 名 名 名

名

自立・要支援

合　　計

聴覚又は平衡機能の障害

４級

※「Ａ」には丸付きのＡを含む。

名

要介護２

その他の精神疾患

精神疾患の区分

名

肢体不自由

名

内部障害（心臓･腎臓､ぼうこう他）

名

名

名

要介護１ 要介護４

５級

器質精神病 名

３級

名

Ｂ

２級

Ａ　※

重複障害（別掲）

２級１級 ７級

名

名

Ｃ

名

・知的障害（療育手帳を所持している利用者についてご記入ください。）

中毒精神病

名統合失調症

名

名

障害区分

名

名

名

名

要介護３ 要介護５

名

名

名

名

名

てんかん 名

名

名

名

６級３級

視覚障害

音声・言語、そしゃく機能の障害

名そううつ病

１級

合　計

名

名

名

非定型精神病

名 名
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○サービス利用期間の状況（保育所を除く）

名 名 名 名 名 名

名 名 名 名 名 名

名 名 名 名 名 名

名 名 名 名

  ）

【職員の状況に関する事項】

○成人施設の場合

名 名 名 名 名

名 名 名 名 名

名 名 名 名 名

名 名 名 名 名

名 名 名 名 名

名 名 名 名 名

名 （

名 （

名 （

名 （

名 （

（非常勤職員の有資格者数は（　）に記入）

　

非常勤

常勤

非常勤

非常勤

11年～12年

施設長

16年～17年15年～16年

20年以上

14年～15年13年～14年

指導員

看護師

調理員等

常勤

 介護職員

栄養士

主任介護職員 OT、PT

その他医師

総数

19年～20年

（平均利用期間：

18年～19年

主任指導員事務員

 

５年～６年 ６年～７年 ７年～８年

12年～13年

10年～11年８年～９年 ９年～10年

３年～４年 ４年～５年

介護福祉士

名）

名）

保育士

社会福祉士

名）

名）

常勤

保育士

介助員

～６か月未満 １年～２年

 

２年～３年６か月～１年

17年～18年

名）
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○保育所の場合

） 人

人

人

人

人

) 人

人 人

人 人

歳 （

年 （

【本来事業に併設して行っている事業】

（保育所を除く）

採用

（例）救護施設における通所事業（定員５名）

　

5.12

環境整備

6(法人内移動２名含む

人）0.51

0

（常勤換算

(注)常勤換算計算式　　非常勤職員：それぞれの週あたりの勤務延時間数の総数÷当該保育所の常
勤職印が勤務すべき時間数。栄養士・調理業務を委託している場合には「委託」と記載。

5.12 年）（４）常勤職員（うち保育士・保健師・看護師）の平均在職年数

退職

（３）常勤職員（うち保育士・保健師・看護師）の平均年齢

非常勤：

41.3

2(法人内１名移動含む)

（注）現在の保育所での在職年数。ただし、同一の運営主体(法人・自治体)内の児童福祉施設間の
異動は通算可(公営の場合には保育主管課在職期間も通算可）。小数点以下第二位を四捨五入。

0

その他（

8(法人内６名移動を含む)

（２）前年度採用・退
職の状況

歳）41.3

常勤：

非常勤：常勤：

（常勤換算

環境整備

保健師・看護師22保育士

　

人

2.9

　

栄養士・調理員 人

　

その他（

常勤職員数 22

うち

人

0

人）

8

栄養士・調理員 0

（常勤換算

人）

7

（常勤換算

人）

3.4（常勤換算

保健師・看護師

人）

非常勤職員数

保育士

0
うち
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（保育所の場合）

）

 人

・ボランティアの業務

【実習生の受け入れ】

　　　　　社会福祉士　　　　　　　人人

　　　　　社会福祉士　　　　　　　人人

　　　　　社会福祉士　　　　　　　人人

・平成 27

社会福祉士

　その他（事業名：

　休日保育

　4月～12月　105

（注）実施事業には有無欄に○を付し、利用料を記載する。自主事業も含む。

介護福祉士

○

利用料

－

　障害児保育

実施の有無

　乳児保育

－

１時間500円

０円

○

○

○

事業名

　延長保育

　アレルギー等対応給食

　一時保育

　地域子育て支援センター

　乳幼児健康支援一時預かり事業（病後児保育）

○

・平成 27 年度におけるボランティアの受け入れ数（延べ人数）

昼寝寝かしつけ・保育準備・おもちゃ清掃・菜園活動

一回250円

年度における実習生の受け入れ数（実数）

－

【ボランティア等の受け入れに関する事項】

その他 8



基本調査票

【施設の状況に関する事項】

　※耐火・耐震構造は新耐震設計基準（昭和５６年）に基づいて記入。

室

室

室

室

室

（３）耐火・耐震構造

　

（５）主な設備

㎡（計算式：建物延べ床面積合計÷定員）

　 989.2 ㎡

　５人以上の部屋

（４）建築（含大改築）年

8.04

555.89

　３人部屋

　４人部屋

（１）建物面積
　

　２人部屋

　耐火

　耐震

（２）居室数
　（入所施設の場合）

　個室

年

児童１人あたり

（４）建築（含大改築）年

○保育所の場合

　耐震

　耐火
（３）耐火・耐震構造

児童１人あたり
（２）園庭面積

（１）建物面積
　　（保育所分）

○成人施設の場合

㎡

㎡（延べ床面積÷定員）入所(通所)者１人あたり

年

　

㎡

4.51 ㎡（計算式：園庭面積合計÷定員）

平成 17

平成

✔ 

１．はい ２．いいえ

１．はい ２．いいえ

１．はい ２．いいえ

１．はい ２．いいえ



基本調査票

【サービス利用者からの意見等の聴取について】

【その他特記事項】

【第三者評価の受審状況】

　・受審回数（前回の受審時期）

回 年度）

　貴施設（事業所）において、提供しているサービスに対する利用者からの意見を聞くためにどの
ような取り組みをされていますか。具体的にご記入ください。

【保育内容に関する相談苦情担当者名】掲示(相談・苦情解決責任者及び担当者名)・第三者委員
名・受け付け方法・保育園電話番号)重要事項説明書・保育園しおりに記載、配布
【当園以外の越谷市の相談苦情窓口案内】市役所子ども育成課所在地・電話番号・重要事項説明書
記載、配布
【保護者ご意見】記入用紙・箱を玄関設置
【保護者参加保育園行事アンケート】【満足度調査アンケート】配布集計、報告

　貴施設（事業所）の特徴的な取り組み等について具体的にご記入ください。

≪少人数担当制≫０～２歳児はアタッチメントが形成される大切な時期です。このアタッチメント
を大切にし、保育士は特定のお子様３～６名を主に担当し、細やかな対応を心掛けています。
≪コーナー保育≫お子様は周りの環境や雰囲気にとても敏感です。自分にとっていごこちの良い場
所かどうかを肌で感じてます。そこでご家庭と同じような環境をめざし、いろいろなコーナーを保
育室に用意し、遊びと生活の場としています。それぞれのお子様が好きな遊びを自ら選べるように
し、お子様にとっていごごちの良い場所となるように心掛けいます。
≪知育遊び≫年間通した知育プログラムに基づく知育遊びを導入しています。思考力、想像力等、
将来必要とされる問題解決能力の基礎を育てます。
≪体育遊び≫園のホールでの跳び箱、マット運動、鉄棒等の体育活動、また、園舎に隣接する武蔵
野星城高等学校(姉妹法人)の広いグラウンドを使用し、思いっきり体を動かして体育遊びを楽しみ
ます。健康な体作りに取り組んでいます。
≪食育≫食は、生命保持の源です。「食育」では、自分で選んで、食べる力を育てるなど、一人ひ
とりが自分の健康を守り、健康で豊かな食生活を送ることができる力を育てます。毎日食べる物へ
の感謝の気持ち、旬の食べ物から季節の移り変わりを感じる心、また、五感の働きを通しておいし
いと感じる感覚など体だけでなく「心」も育てます。
≪いつでも保育参観≫南越谷保育園ではお仕事等でお忙しい保護者の皆様に、お子様の様子をご都
合の良い時に自由に見学をしていただけるように「いつでも保育参観」を実施しております。予約
なしで、いつでも御参観いただけます。また、各保育室のＬＩＶＥ映像をインターネットで配信し
ております。保育園でのお子様の様子をいつでもご覧いただけます。(保護者さまのみパスワードを
お知らせしております)
≪姉妹園同士の交流≫法人内の保育園同士で園児・職員の交流を活発に行っております。

1 22（平成


